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1．はじめに 

再生砕石とは、アスファルト塊やコンクリート塊を破

砕機で細かく砕き不純物を取り除いてから、粒度調整・

選別した上で、有効に再資源化されたものである。これ

らは路盤材などに利用されているが、一般に新材と比べ

て強度が小さい。一方、路盤材として利用される砕石は、

舗装技術基準に品質規格が決められている 1）。再生粒度

調整砕石（ＲＭ－40）では、粒径加積曲線が図－1 に示

す2曲線にはさまれた部分にあることが条件となってい

る。 
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  そこで本研究では、品質規格で決められた粒度範囲内

で粒度を調整することによって、再生砕石の強度がどの

程度大きくなるのかを過去の研究を整理して把握する

とともに、新たに別の材料でＣＢＲ試験を行ってみる。 図－1 砕石の粒度規定範囲1） 

2．過去に行われた試験結果 
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本研究室では、過去に類似の試験が行われている。品質

規格で決められた粒度範囲内で砕石の粒度調整を行い、粒

度の差がどれくらい強度に影響するのかを調べたものであ

る。試料には、路盤材料のひとつである切込砕石Ｃ40（原

石が安山岩）、及び再生砕石ＲＣ40（アスファルトコンクリ

ート再生砕石）が使用されている。粒度範囲には、再生ク

ラッシャラン（ＲＣ－40）の望ましい粒度範囲1）が用いら

れている。 

図－2 で示す通り、品質規格で決められた粒度範囲の最

も上側の線を曲線Ａ、最も下側の線を曲線Ｃ、その中間を

曲線Ｂとし骨材のふるい分けにより、粒径加積曲線が曲線 図－2 3通りの粒度分布 
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図－4 ＣＢＲ値の比較（新材）  
 

図‐3 ＣＢＲ値の比較（再生材） 
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Ａ，Ｂ、Ｃとなるような３通りの粒度分布に調整する。各粒度の最適含水比で３層９２回で突固めたものをＣＢ

Ｒ試験の供試体とし吸水膨張試験・貫入試験を行い強さを比較した。再生材のＣＢＲ値が 69・92・135％、新材

のＣＢＲ値が64・250・435％（貫入量2.5ｃｍで比較）と得られている。図－3、図－4は再生材・新材のＣＢＲ

値（強度）をグラフ化したものである。 

両図ともＡ，Ｂ，Ｃの順にＣＢＲが大きい。またＣについては、再生材、新材ともほぼ同じ値となる。新材の

方が粒度分布を変えることによるＣＢＲの増加が大きいが、再生材でも粒度分布を工夫すればＣＢＲが増加する

ことがわかった。Ａの粒度分布の試料は、他の2つと比較すると礫分が少なく、砂・シルト分が多いため、突固

めによって土粒子が移動するとき、ほどよくモールド内に詰まっていくことによって供試体内の間隙は少なくな

る。このことから、粒度が細かければ細かいほどＣＢＲが

3．試料及び試験方法 

高くなることがわかる。 

生砕石（コンクリート再生砕石）

に

の寸法は、高さ 12.5ｃｍ、

内

曲線D の粒度分布でＣＢＲ試験を

 

2.5ｍｍにおけるＣＢ

結果より、品質規格で決められた粒度範囲

てい

も強度が大き

か
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図－6 再生砕石の粒度分布 
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図－5 締固め曲線 

Wopt=13% 

ρd max=1.90g/cm3  
上述のものとは別の再

ついて締固め試験を行った結果を図－5 に示す。最適

含水比は 13％、最大乾燥密度は 1.90ｇ/ｃｍ3である。

使用した砕石の粒径加積曲線を図－1 の粒度範囲ととも

に示したのが図－6 である。過去の試験を参考にして、

図－6 の曲線Ｄに粒度調整した砕石と粒度調整なしの砕

石とでＣＢＲ試験を行う。 

ＣＢＲ試験に用いる供試体

径15ｃｍの円柱形で、突固め後の各層の厚さがほぼ等

しくなるように詰め、45ｃｍの高さから 4.5ｋｇのラン

マーを自由落下させる。それを3層67回で突固める。こ

の時、試料は最適含水比であるように含水比を調整した

供試体を用い、吸水膨張試験、貫入試験を行う。試験方

法は、ＪＩＳ Ａ 1211の「ＣＢＲ試験方法」2）に従う。 

４．試験結果と考察 

 図－6 に示している

行ったところ図－7のような結果が得られた。  

   ＣＢＲ値   80.01％ 90.93％ 163.67％

   平均ＣＢＲ値 111.54％ 

ここで、砕石などの材料では通常

Ｒを採用しているので、この試験の結果も貫入量 2.5ｍ

ｍに対するＣＢＲ値を採用している。 

５．まとめ 

 過去の試験

図－7 荷重強さ－貫入量曲線 
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内に調整した試料でも粒度分布が異なると、強度にかな

りの差があることがわかった。また、細粒分が多く含まれ

るほどＣＢＲ値が大きくなることがわかった。 

また、新たに別の材料を用いて上述の試験で最

った粒度分布に対応させて粒度を調整した再生砕石で、平均

ＣＢＲ値を求めた。今後粒度調整をしない場合のＣＢＲ値と比

較したい。 

 

1） 日本道路

2） 地盤工学会：土質試験の方法と解説，PP.219－231，1


